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連結子会社との合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 株式会社 医学生物学研究所（以下、「当社」といいます。）は、平成27年11月17日開催の取締役会に

おいて、当社100％出資の連結子会社である株式会社サイクレックス（以下、「サイクレックス」といいま

す。）を吸収合併（以下、「本合併」といいます。）することを決議致しましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

 なお、本合併は、当社100％出資の連結子会社を対象とする簡易合併・略式合併であるため、開示事項・

内容を一部省略しております。 

記 

１．合併の目的  

サイクレックスは平成 10 年の設立以降、独自の研究開発・製品展開により事業活動を行い、当社グル

ープの基礎研究用試薬の研究・開発・販売事業の一翼を担ってまいりましたが、当社グループの経営の効

率化と当社グループの経営管理体制の強化を図るとともに、当社グループ内の経営資源を有効に活用して

当社の事業基盤をより強固なものとするために、当社が吸収合併することといたしました。本合併により、

基礎研究用試薬の研究開発・製造機能の一体化を推進することで、当社の研究・開発・販売事業の効率を

向上させ、多様化する市場ニーズへの対応力を強化して同事業のさらなる拡大を目指します。 

２．本合併の要旨 

（１）本合併の日程 

    本合併契約締結承認取締役会決議日（両社） 平成27年11月17日（火） 

    本合併契約締結日    平成27年11月17日（火） 

    本合併効力発生日    平成28年１月１日（金）（予定） 

（注）本合併は、当社においては会社法第796条第２項に基づく簡易合併であり、サイクレックス

においては会社法第784条第１項に基づく略式合併であることから、合併契約の承認に関す

る株主総会は開催いたしません。 

（２）合併の方式 

    当社を存続会社とする吸収合併方式で、サイクレックスは解散いたします。 

（３）合併に係る割当ての内容 

    当社 100％出資の連結子会社との吸収合併であるため、本合併による株式その他の金銭等の割当

てはありません。 



（４）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

    該当事項はありません。 

 

３．合併の当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）名 称 株式会社医学生物学研究所 株式会社サイクレックス 

（２）所 在 地 名古屋市中区栄四丁目５番３号 長野県伊那市手良沢岡字大原 1063

番103号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 山田 公政 代表取締役社長 玉井 克之 

（４）事 業 内 容 主に体外診断用医薬品、基礎研究用

試薬の研究・開発・製造・販売 

基礎研究用試薬の研究・開発・販

売 

（５）資 本 金 4,482,936千円 90,000千円

（６）設 立 年 月 日 昭和44年８月23日 平成10年９月11日

（７）発 行 済 株 式 数 26,059,000株 1,800株

（８）決 算 期 ３月31日 12月31日

（９）大株主及び持株比率 

（平成27年９月30日現在） 

ＪＳＲ株式会社     47.16％

数納 幸子        4.39％

西田 克彦        2.11％

野村信託銀行株式会社（信託口）  1.56％

ＭＢＬ社員持株会     0.54％

(株)医学生物学研究所 100.00％ 

（10）直前事業年度の経営成績及び財政状態 

 平成27年３月期（連結） 平成26年12月期 

純 資 産 7,943,767千円 149,500千円

総 資 産 12,332,424千円 167,572千円

１ 株 当 た り 純 資 産 306.44円 83,055.58円

売 上 高 7,610,798千円 138,932千円

営業利益・損失（△） △839,545千円 33,324千円

経常利益・損失（△） △739,196千円 33,405千円

親会社株主に帰属する 

当期純利益・損失（△） 
△765,826千円 20,304千円

1 株 当 た り 

当期純利益・損失（△） 
△29.62円 11,280.01円

（注） 当社は自己株式を0.78％保有しておりますが、上記大株主から除外しております。 

 

４．合併後の状況 

 本合併に伴う当社の名称、所在地、代表者、事業内容、資本金及び決算期の変更はありません。 

 

５．今後の見通し 

 本合併は、100％出資の連結子会社との合併であるため、当社の連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

以上 

 


